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第2回選考委員会開催
8月27日（木）に第2回参議院比例代表選挙
候補者選考委員会が開催され、道府県歯科
医師連盟からの候補者推薦公募により3名
の立候補者が出そろった。今後の選考につ
いての諸事項を確認し、第3回選考委員会を
9月24日（木）に開催することとした。

1 （平成 14年 1月 5日創刊） （平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波
が

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
現
状
だ
が
、
我
々
の
歯

科
診
療
所
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

に
遭
遇
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ

き
か
。

　

厚
生
労
働
省
等
の
見
解
を
も
と
に
ま
と
め
て

み
た
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

　
を
診
療
し
た
場
合

　

患
者
か
ら
診
療
後
に
感
染
の
申
告
が
あ
っ
た

場
合
、
診
療
所
側
が
充
分
な
感
染
予
防
策
を
講

じ
て
い
れ
ば
、
濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
な
い
た

め
、
診
療
は
継
続
で
き
る
。
こ
の
際
ス
タ
ッ
フ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

②
歯
科
医
師
を
含
む
ス
タ
ッ
フ
か
ら

　
感
染
者
が
出
た
場
合

　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
感
染
者
が
出
た
場
合
、
診
療

室
で
の
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
患
者

は
濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
な
い
。
し
か
し
ス
タ

ッ
フ
間
で
の
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
い
な
け
れ

ば
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
濃
厚
接
触
者
に
該
当
、

保
健
所
の
指
導
に
準
じ
る
。
陽
性
者
は
休
職
。

ス
タ
ッ
フ
全
て
が
濃
厚
接
触
者
に
あ
た
る
場
合

は
、
所
管
保
健
所
の
指
示
に
基
づ
き
休
業
が
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
感
染
予
防
策
を
講
じ
て

い
る
か
ど
う
か
が
、
診
療
の
継
続
を
左
右
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
歯
科
診
療

所
で
は
日
常
よ
り
患
者
へ
の
感
染
対
策
は
講
じ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

直
接
の
診
療
行
為
以
外
で
の
ス
タ
ッ
フ
間
の
充

分
な
感
染
予
防
策
が
、
診
療
継
続
に
於
い
て
は

重
要
な
課
題
と
言

え
よ
う
。

（
参
考
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
（
医
療
機

関
・
検
査
機
関
の

方
向
け
）（
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）

・
医
療
機
関
に
お

け
る
院
内
感
染
対

策
の
た
め
の
自
主

点
検
等
に
つ
い
て

〈
８
／
５
〉（
日
本

歯
科
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
感

染
防
止
対
策
実
施

歯
科
医
療
機
関
「
み

ん
な
で
安
心
マ
ー

ク
」
事
業
〈
８
／
７
〉

（
日
本
歯
科
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

・
新
た
な
感
染
症
を
踏
ま
え
た
歯
科
診
療
の
指

針
〈
８
／
11
〉（
日
本
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）

新型コロナウイルス感染症と歯科診療所の基本的対応

　
【
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選

挙
候
補
者
の
選
考
に
つ
い
て
】

○
委
員
会
へ
の
提
出
資
料
の
取

扱
い
に
つ
い
て

▼
本
日
配
布
の
応
募
者
か
ら
の

提
出
資
料
の
う
ち
、
候
補
者
の

個
人
情
報
等
、
機
微
に
触
れ
る

資
料
に
つ
い
て
は
、
会
議
終
了

時
に
回
収
す
る
。
そ
れ
以
外
の

資
料
に
つ
い
て
も
委
員
限
り
と

し
て
第
三
者
ヘ
の
開
示
・
配
布

等
は
厳
禁
と
す
る
。
但
し
、
回

収
資
料
は
会
議
終
了
後
に
事
務

局
立
会
い
の
も
と
会
議
室
内
に

お
い
て
の
み
閲
覧
を
可
能
と
す

る
。

○
提
出
書
類
及
び
会
員
資
格
の

審
査
に
つ
い
て

▼
候
補
者
の
提
出
書
類
に
不
備

が
な
い
こ
と
、
会
員
候
補
者
と

し
て
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
会

員
資
格
を
確
認
し
た
。

○
候
補
者
へ
の
面
接
方
法
、
面

接
時
間
に
つ
い
て

▼
面
接
に
よ
り
選
考
を
行
う
。

▼
面
接
に
は
候
補
者
本
人
の
み

出
席
す
る
。

・
受
付
順
に
よ
る
入
れ
替
わ
り

制
で
個
別
面
接
形
式
で
行
う
。

▼
持
ち
時
間
は
、
一
人
当
た
り

40
分
間
と
す
る
。

▼
面
接
で
共
通
質
問
、
個
別
質

問
は
委
員
を
代
表
し
て
大
山
副

委
員
長
が
行
う
。

▼
候
補
者
の
発
言
に
不
適
切
な

内
容
が
あ
っ
た
場
合
は
、
委
員

長
判
断
で
注
意
し
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
、
事
態
の
収
拾

の
た
め
に
退
席
を
求
め
る
場
合

が
あ
る
。
各
委
員
か
ら
の
個
人

質
問
に
お
い
て
、
各
委
員
に
不

適
切
な
質
問
内
容
が
あ
っ
た
場

合
に
も
、
委
員
長
判
断
で
注
意

す
る
。

○
候
補
者
へ
の
質
問
事
項
、
質

問
数
、
質
問
時
間
に
つ
い
て

▼
冒
頭
に
所
信
表
明
を
15
分
以

内
で
行
う
中
で
、「
歯
科
界
に

今
、
何
が
不
足
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
」

を
所
信
表
明
に
盛
り
込
む
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

▼
候
補
者
全
員
に
共
通
質
問

（
３
問
）
を
行
う
。

▼
候
補
者
毎
に
個
別
質
問
（
１

問
）
を
行
う
。

▼
共
通
質
問
と
個
別
質
問
を
合

わ
せ
て
10
分
以
内
で
行
う
。

▼
各
委
員
よ
り
自
由
に
質
問
が

行
え
る
よ
う
に
、
共
通
質
問
、

個
別
質
問
と
重
複
し
な
い
範
囲

で
個
人
質
問
を
15
分
以
内
で
行

う
。
個
人
質
問
の
質
問
数
は
一

委
員
一
題
と
し
、
原
則
１
回
限

り
再
質
問
を
認
め
る
。
質
問
は

手
上
げ
順
と
し
、
委
員
長
が
指

名
い
た
場
合
は
、
そ
の
者
を
答

申
す
る
。

○
１
回
目
の
投
票
で
３
分
の
２

以
上
の
票
を
獲
得
す
る
者
が
い

な
い
場
合
は
、
選
考
委
員
会
規

程
に
基
づ
き
、
２
名
以
内
の
候

補
者
を
答
申
す
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
。
た
だ
し
、
本
来
候
補

者
１
名
を
答
申
す
る
趣
旨
に
照

ら
し
て
、
委
員
会
と
し
て
は
１

名
の
候
補
者
に
絞
り
込
む
た
め

再
投
票
を
行
い
、
選
定
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候

補
者
選
考
委
員
会
規
程

第
７
条　

委
員
会
に
お
け

　

る
候
補
者
の
推
薦
は
、
委

　

員
の
３
分
の
２
以
上
が

　

出
席
し
、
出
席
委
員
の
３

　

分
の
２
以
上
の
賛
成
を

　

得
て
１
名
を
選
定
し
、
答

　

申
す
る
。

２　

前
項
に
お
い
て
、
出
席

　

委
員
の
３
分
の
２
以
上

　

の
賛
成
を
得
候
補
者
が

　

い
な
い
と
き
は
、
２
名
以

　

内
の
候
補
者
を
答
申
す
る 

　

こ
と
が
で
き
る
。

▼
単
記
無
記
名
投
票
と
す
る
。

▼
各
委
員
に
は
無
効
票
が
出
な

い
よ
う
、
ま
た
白
紙
投
票
や
棄

権
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
投
票
に
対
す
る
開
票
作
業
に

つ
い
て

▼
正
副
委
員
長
立
会
い
の
も
と

事
務
局
が
行
い
、
そ
の
結
果
を

委
員
長
に
報
告
す
る
。

▼
開
票
作
業
に
当
た
り
、
投
票

用
紙
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
事
務
局
か
ら
正
副

委
員
長
に
確
認
を
す
る
。

○
面
接
時
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て

▼
午
後
１
時
～
午
後
１
時
20
分

　

開
会
、
面
接
に
あ
た
っ
て
の

注
意
事
項
等
の
確
認

▼
午
後
１
時
20
分
～
午
後
２
時

　

山
田　

宏
氏
の
面
接

▼
午
後
２
時
10
分
～
午
後
２
時

50
分　

西
村
正
美
氏
の
面
接

▼
午
後
３
時
～
午
後
３
時
40
分

　

萩
原
鉄
也
氏
の
面
接

▼
午
後
３
時
40
分
～
午
後
４
時

　

全
体
協
議
、
閉
会

　

候
補
者
は
面
接
時
間
の
30
分

前
ま
で
来
会
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
す
る
。

○
そ
の
他

▼
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者

及
び
そ
の
関
係
者
に
よ
る
委
員

へ
の
訪
問
ま
た
は
電
話
は
、
自

粛
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。

【
そ
の
他
】

▼
第
３
回
委
員
会
の
開
催
日
時

に
つ
い
て

　

令
和
２
年
９
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
再
拡
大
が
よ
り
顕

著
に
な
っ
た
場
合
は
、
開
催
日

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

第
2
回
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者
選
考
委
員
会

　

８
月
27
日
（
木
）
Ａ
Ｐ
市
ヶ
谷
会
議
室
に
お
い
て
、
第
２

回
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補
者
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
か
ら
の
候
補
者
推
薦
公
募
が

８
月
21
日
（
金
）
で
締
め
切
ら
れ
、
立
候
補
者
が
出
そ
ろ
い
、

選
考
方
法
等
に
つ
い
て
以
下
の
事
項
が
決
定
し
た
。

名
す
る
。

▼
面
接
の
公
平
性
を
期
す
た
め

に
、
事
務
局
が
タ
イ
ム
キ
ー
パ

ー
を
務
め
、
所
信
表
明
終
了
１

分
前
と
終
了
時
に
ベ
ル
を
鳴
ら

す
。
同
様
に
個
別
質
問
と
個
人

質
問
の
終
了
１
分
前
と
終
了
時

に
ベ
ル
を
鳴
ら
す
。

○
候
補
者
へ
の
質
問
事
項
の
連

絡
に
つ
い
て

▼
共
通
質
問
、
個
別
質
問
に

つ
い
て
は
、
９
月
の
第
一
週
を

目
途
に
事
前
に
候
補
者
に
連
絡

を
す
る
。
共
通
質
問
に
つ
い
て

は
候
補
者
全
員
に
、
個
別
質
問

は
そ
の
候
補
者
の
み
に
送
付
す

る
。
そ
の
際
、
所
信
表
明
・
共

通
質
問
・
個
別
質
問
・
個
人
質

問
の
時
間
配
分
に
つ
い
て
も
連

絡
す
る
。

○
候
補
者
の
表
決
方
法
に
つ
い

て▼
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補

者
選
考
委
員
会
規
程
第
７
条
第

１
項
に
基
づ
き
、
出
席
委
員
の

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
（
得
票
）

を
も
っ
て
１
名
の
推
薦
を
答
申

す
る
。
３
分
の
２
以
上
の
賛
成

（
得
票
）
を
得
る
候
補
者
が
い

な
い
場
合
は
、
同
条
第
２
項
に

基
づ
き
、
上
位
２
名
の
推
薦
を

答
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
記
載
の
手
順
で
投
票
及

び
候
補
者
の
選
考
を
行
う
。

○
１
回
目
の
投
票
は
、
３
名
の

候
補
者
全
員
に
対
し
一
括
投
票

に
て
行
う
。

○
１
回
目
の
投
票
で
３
分
の
２

以
上
の
票
を
獲
得
す
る
者
が
１

所管保健所新型コロナに感染 新型コロナに感染

診察室及び
診察室以外（スタッフルーム等） 診察室

診 療 継 続

感染防止策を
講じていない

スタッフ（歯科医師含む） 治療した患者歯 科 医 院

感染防止策を
講じている

感染防止策を
講じていない

感染防止策を
講じている

濃厚接触に
該当する

スタッフ及び患者に
濃厚接触に

該当しない

濃厚接触に

該当しない
濃厚接触に
該当する

スタッフ及び患者に

所管保健所
と相談

届出 届出

指示 指示

所管保健所
と相談

( 診療自粛要請の可能性 ) ( 診療自粛要請の可能性 )
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［編］

西
澤
均
日
歯
連
盟
常
任
理
事

（
以
下
、
西
澤
）　

本
日
は
ご
多

忙
の
処
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
坂
会
長
に
、
埼
玉

県
歯
科
医
師
連
盟
の
活
動
に
つ

き
ま
し
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

今
坂
俊
介
会
長
（
以
下
、
今
坂
）

　

私
共
埼
玉
県
歯
科
医
師
連
盟

は
19
の
郡
市
会
か
ら
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
郡
市
連
盟
が
基
盤
と

な
っ
て
連
盟
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

理
事
、
役
員
も
各
郡
市
１
名

が
対
応
し
、
日
本
歯
科
医
師
連

盟
の
意
向
を
速
や
か
に
会
員
に

伝
え
、
ま
た
郡
市
連
盟
の
意
見
、

考
え
を
重
要
視
す
る
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
飼
馬
前
会
長
か
ら
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た
事

業
が
充
分
に
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
会
員
の
方
々
と
は
19
郡

市
の
担
当
理
事
、
郡
市
連
盟
会

長
を
通
じ
て
密
な
連
携
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

助
成
金
と
し
て
全
会
員
へ
Ｎ

９
５
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
配
布
し
対
応
し
て
き
ま

し
た
。

　

埼
玉
県
は
全
国
一 

、
市
の

数
が
多
く
、
40
市
あ
り
ま
す
。

先
程
も
申
し
ま
し
た
が
、
各
郡

市
連
盟
は
選
挙
活
動
、
又
各
地

区
の
議
員
の
方
々
、
首
長
の

方
々
へ
我
々
歯
科
界
の
思
い
を

伝
え
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は

日
本
歯
科
医
師
会
の
堀
会
長
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
ほ
と
ん

ど
の
自
民
党
県
議
会
議
員
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
会

員
を
含
め
２
０
０
名
以
上
の
参

加
者
で
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
常
日
頃
の
活
動

が
、
全
国
で
も
早
い

時
期
に
議
員
提
案
に

よ
る
口
腔
保
健
条
例

が
制
定
さ
れ
た
要
因

で
あ
り
、
こ
の
条
例

は
現
在
も
県
下
で
県

民
へ
の
歯
科
口
腔
保

健
の
啓
発
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
歯
科

医
師
会
と
の
関
係
も

大
島
会
長
と
し
っ
か

り
連
携
を
取
り
、
未

入
会
対
策
や
今
回
の
コ
ロ
ナ
対

応
を
含
め
会
員
目
線
で
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

西
澤　

次
に
関
口
先
生
に
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
７
月
に

参
議
院
議
員
会
長
に
ご
就
任
さ

れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
議
院
議

員
会
長
に
つ
き
ま
し
て
ご
教
示

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

関
口
昌
一
議
員
（
以
下
、
関
口
）

　

参
議
院
議
員
会
長
は
、
自
由

民
主
党
に
お
け
る
参
議
院
の
最

高
責
任
者
と
い
う
重

責
で
す
。
任
期
は
３

年
間
で
、
参
議
院
自

由
民
主
党
議
員
に
よ

る
選
挙
に
よ
り
選
出

さ
れ
ま
す
。

　

党
四
役
（
参
議
院

議
員
会
長
、幹
事
長
、

総
務
会
長
、
政
調
会

長
）の
内
の
一
つ
で
、

自
由
民
主
党
の
最
高

幹
部
役
員
会
の
構
成

メ
ン
バ
ー
で
、
国
会

に
提
出
さ
れ
る
法
案
や
要
望
の

全
て
に
目
を
通
し
、
法
案
の
可

否
や
良
し
悪
し
を
精
査
し
、
承

認
を
行
う
職
責
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
参
議
院
に
お
け
る
人
事

権
を
持
ち
、
円
滑
に
国
会
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
材
適
所
に
各
人
を
配
置
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

西
澤　

凄
い
役
職
で
す
ね
。
同

じ
歯
科
医
師
と
し
て
誇
ら
し
い

で
す
。

今
坂　

私
の
方
か
ら
付
け
加
え

ま
す
と
、
関
口
先
生
は
、
平
成

７
年
に
地
元
の
秩
父
郡
皆
野
町

か
ら
県
議
会
議
員
に
立
候
補
当

選
し
て
政
界
に
入
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
、
初
め
て
の
県
議
会

議
員
選
挙
で
、
私
ど
も
埼
玉
県

歯
は
秩
父
郡
皆
野
町
ま
で
応
援

に
入
り
、
関
口
候
補
の
選
挙
カ

ー
の
後
に
続
き
、
秩
父
の
町
中
、

山
中
を
走
り
回
り
、
途
中
崖
か

ら
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
山
の
中
の
誰
も

い
な
い
と
こ
ろ
で
演
説
を
は
じ

め
、
演
説
の
練
習
で
も
し
て
い

る
の
か
と
思
い
き
や
、
周
り
を

よ
く
見
て
み
る
と
山
の
中
に
一

軒
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
た
っ

た
一
軒
の
家
の
た
め
に
演
説
を

長
々
と
行
う
姿
に
感
動
し
、
一

票
の
大
事
さ
、
関
口
候
補
の
執

念
さ
え
感
じ
ま
し
た
。
町
中
で

は
車
を
停
め
て
窓
を
開
け
手
を

振
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、

関
口
先
生
は
元
埼
玉
県
歯
科
医

師
会
会
長
で
参
議
院
議
員
の
お

父
様
で
あ
る
恵
造
先
生
の
２
世

で
エ
リ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
で
す
が
、
大
変
温
厚
で
、
ど

な
た
に
で
も
偉
ぶ
ら
な
い
で
フ

ラ
ン
ク
な
お
人
柄
な
の
で
、
地

　

日
歯
連
盟
広
報
連
載
記
事
「
都
道
府
県
か
ら
歯
科
医
療

を
語
る
」
の
今
回
は
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
連
盟
の
今
坂
俊

介
会
長
と
埼
玉
県
選
出
の
関
口
昌
一
参
議
院
議
を
お
招
き

し
、
歯
科
医
師
初
の
参
議
院
自
民
党
議
員
会
長
の
職
責
や

埼
玉
県
歯
連
盟
の
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

都道府県からから
歯科医療歯科医療を語るを語る

今坂  俊介
埼玉県歯科医師連盟会長

関口  昌一
参議院議員（埼玉県選挙区）

第
５
回

（聞き手：西澤  均　日本歯科医師連盟常任理事）

全
国
で
も
早
い
時
期

に
口
腔
保
健
条
例
制

定

参
議
院
議
員
会
長
と

い
う
職
責

〈
３
面
に
続
く
〉

　
『
ニ
セ
科
学
』
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
エ
セ

科
学
」「
似
非
科
学
」「
疑
似

科
学
」
と
も
呼
ば
れ
る
事
が

あ
る
。「
デ
マ
」
や
「
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
」
も
こ
の
類
い

で
あ
る
▼
『
ニ
セ
科
学
』
と

は
、
科
学
の
専
門
家
か
ら
見

て
“
科
学
的
に
装
う
”“
科
学

の
よ
う
に
見
え
る
”
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
科
学
と
は
呼
べ

な
い
も
の
を
指
す
▼
『
ニ
セ

科
学
』
の
例
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
と
も
な
い
更
に

『
ニ
セ
科
学
』
が
横
行
し
て
い

る
。「
26
～
27
℃
の
お
湯
が
効

果
が
あ
る
」「
緑
茶
が
効
く
」

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
効
く
」「
正
露
丸
が
効
く
」

「
納
豆
が
効
く
」
な
ど
▼
偽
情

報
を
見
抜
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
か
ち
も
な
い
（
価
値

も
な
い
）」
が
あ
る
。
●か 

書

い
た
人
は
誰
で
す
か
？
（
信

頼
で
き
る
専
門
家
で
す
か
？
） 

●ち 

違
う
情
報
と
比
べ
ま
し
た

か
？
（
他
の
情
報
と
矛
盾
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
）
●も 

元
ネ
タ

は
何
で
す
か
？
（
根
拠
と
な

る
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
す
か
？
）

●な 

何
の
た
め
に
書
か
れ
て
い

ま
す
か
？
（
お
金
も
う
け
が
目

的
の
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
）
●い 

い
つ
の
情
報
で
す

か
？
（
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
か
？
）
と
い
う
も
の
で
あ

る
。“
信
じ
ぬ
者
は
救
わ
れ
る
”

広報委員
田代 高志
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進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

今
坂　

関
口
議
員
は
大
変
謙
虚

な
方
で
、
自
分
で
は
何
も
仰
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
未
曾
有
の
危
機
的
状
態
に
お

い
て
歯
科
界
だ
け
で
な
く
医
療

界
全
体
に
給
付
金
や
支
給
金
等

に
ご
尽
力
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ

れ
る
、
先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
医
療
界
に
と
っ
て
関

口
議
員
は
救
世
主
と
な
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

埼
玉
県
歯
科
医
師
連
盟
と
い

た
し
ま
し
て
は
早
く
か
ら
関
口

議
員
の
後
援
会
を
立
ち
上
げ

て
、
選
挙
運
動
は
も
ち
ろ
ん
、

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
表

敬
訪
問
、
国
会
見
学
、
評
議
員

会
等
の
ご
招
待
等
、
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
県

歯
連
盟
は
19
郡
市
そ
れ
ぞ
れ
の

各
地
域
で
も
毎
年
の
総
会
、
新

年
会
や
ロ
ビ
ー
活
動
等
、
大
変

積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
年
後
の
第
26
回
参
議
院

選
挙
も
お
そ
ら
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
完
全
に
は

収
束
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
、
選
挙
の
や
り
方
も
今
ま
で

と
は
か
な
り
変
わ
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

今
後
も
関
口
議
員
へ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
党
員
入
会
促
進

等
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
連
盟
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　

西
澤　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
こ
の
対

談
は
令
和
２
年
８
月
20
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
）

を
得
て
い
る
か
一
目
瞭
然
で
あ

り
ま
す
。

　

私
共
と
し
て
は
、
歯
科
医
師

で
あ
り
私
達
と
同
じ
埼
玉
県
歯

科
医
師
連
盟
の
会
員
で
あ
り
、

現
在
参
議
院
議
員
会
長
で
、
歯

科
界
の
事
、
埼
玉
県
の
事
を
一

番
御
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

関
口
先
生
が
い
て
く
だ
さ
る
こ

と
は
、
非
常
に
心
強
い
所
が
あ

り
ま
す
。

西
澤　

埼
玉
県
歯
連
盟
と
の
強

固
な
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す

ね
。

関
口　

父
、
関
口
恵
造
の
代
よ

り
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
に
所

属
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
身
と

し
て
も
現
在
に
至
る
ま
で
、
歯

科
医
院
院
長
と
し
て
地
域
医
療

へ
貢
献
す
る
こ
と
で
、
現
場
の

状
況
が
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

政
治
家
と
し
て
も
、
全
国
や

各
地
域
に
お

け
る
歯
科
を

含
め
た
医
療

現
場
の
声
を

聞
き
、
細
か

い
要
望
や
診

療
報
酬
改
定

の
よ
う
な
大

き
な
要
望
ま

で
、
成
立
に

向
け
て
初
め

て
当
選
し
た

時
か
ら
一
貫

し
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
れ

が
医
療
界
の

向
上
、
国
民

の
健
康
に
繋

が
る
と
確
信

し
て
い
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、
現
在
は
国
民

歯
科
問
題
議
員
連
盟
に
お
い
て

副
会
長
職
も
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

西
澤　

埼
玉
県
歯
連
盟
の
今
後

の
展
望
に
つ
き
ま
し
て
お
伺
い

し
ま
す
。

今
坂　

現
在
、
会
員
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
疲
弊
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
連
盟
が
で
き
る
対
応
、

早
く
平
常
の
診
療
状
態
に
戻
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
私
達
１
都
７
県
で
の
関
東
地

区
連
盟
役
員
連
絡
協
議
会
の
テ

ー
マ
も 

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ヘ
の
対
応
と
し
議
論
す
る

予
定
で
す
。
１
都
７
県
の
皆
様

と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
連
盟
が

で
き
る
対
応
を
考
え
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
日
本
歯
科
医

師
会
、
日
本
医
師
会
を
含
め
た

医
療
関
連
団
体
と
も
話
し
合
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
日
本
歯
科
医
師
連
盟

は
、
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
て

い
る
会
員
に
向
け
、
あ
る
い
は

患
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
口
腔

健
康
管
理
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
更
な
る
、

内
に
向
け
て
、
外
に
向
け
て
の

広
報
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西
澤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

埼玉県歯科医師連盟 会長
今坂  俊介

昭和21年8月生まれ
昭和53年5月　今坂歯科医院開業
平成18年10月～平成23年3月
　所沢市歯科医師会長・所沢市歯科医師
　連盟会長
平成22年4月～令和元年6月
　埼玉県歯科医師連盟副会長
令和元年7月～現在
　埼玉県歯科医師連盟会長
平成25年7月～現在
　日本歯科医師連盟評議員

【表彰】
埼玉県知事表彰（歯科保健功労・保健衛
生功労）
埼玉県教育委員会表彰（教育功労）
文部科学大臣表彰（学校保健功労）
叙勲（旭日双光章）

自由民主党 参議院議員
関口  昌一

埼玉県選挙区（当選4回）
【略歴】
昭和28年　秩父郡皆野町生まれ
日本大学豊山高等学校卒業
城西歯科大学（現 明海大学歯学部）卒業
平成１５年１０月　参議院補欠選挙で当選
平成１６年７月　参議院選挙で２期目当選
平成２２年７月　参議院選挙で３期目当選
平成２７年７月　参議院選挙で４期目当選

【経歴】
（参）参議院自民党国対委員長、（参）参議
院自民党幹事長代行
総務副大臣・内閣府副大臣、外務大臣政
務官
自民党新聞出版局長／自民党総務／（参）
自民党副幹事長、（参）地方創生に関する
特別委員長、自民党地方創生実行統合本
部本部長代理、（参）国民生活のためのデフ
レ脱却及び財政再建に関する調査会長、

（参）文教科学委員長／（参）国会対策委
員長代理、（参）自民党政策審議会副会
長／(参)経済産業委員会筆頭理事

現在　参議院自民党議員会長
　　　自民党埼玉県支部連合会副会長

　

で
は
、
関
口
先
生
に
も
今
後

の
活
動
や
抱
負
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

関
口　

参
議
院
議
員
会
長
と
し

て
の
任
期
が
２
０
２
２
年
夏
ま

で
続
い
て
お
り
、
引
き
続
き
議

員
会
長
と
し
て
の
職
責
を
全
力

で
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
現
在

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
歯
科
を
含
む
、
医

療
現
場
で
は
逼
迫
し
た
大
変
厳

し
い
現
況
に
あ
っ
て
、
少
し
で

も
力
に
な
れ
る
よ
う
補
正
予
算

成
立
に
尽
力
し
、
そ
の
第
一
段

階
と
し
て
、
医
療
関
係
各
所
に

少
な
か
ら
ず
財
政
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
今

後
の
状
況
を
注
視
し
て
、
地
域

医
療
現
場
の
要
望
を
汲
み
取

り
、
力
に
な
れ
る
よ
う
活
動
を

元
の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
一
歩
ず
つ
確
実
に

実
績
を
重
ね
、
平
成
15
年
の
参

議
院
選
挙
で
多
く
の
国
会
議
員

や
県
会
議
員
か
ら
の
推
薦
を
得

て
、
見
事
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
４
期
に

わ
た
り
参
議
院
議
員
を
続
け
ら

れ
、
平
成
18
年
外
務
大
臣
政
務

官
に
就
任
。
途
中
政
権
交
代
を

経
験
し
ま
し
た
が
、
政
権
復
帰

後
の
平
成
24
年
国
対
委
員
長
代

理
、
平
成
25
年
総
務
兼
内
閣
府

筆
頭
副
大
臣
、
平
成
26
年
参
議

院
幹
事
長
代
行
（
３
期
）、
平

成
29
年
参
議
院
国
対
委
員
長

（
２
期
）、
令
和
元
年
参
議
院
議

員
会
長
と
、
国
務
、
党
務
の
役

職
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見

て
も
如
何
に
高
い
評
価
と
信
頼

今
後
の
展
望

〈
２
面
か
ら
の
続
き
〉

写
真
左
か
ら
、
松
﨑
俊
一
埼
玉
県

歯
科
医
師
連
盟
理
事
長
（
日
歯
連

盟
理
事
）
、
関
口
参
議
院
議
員
、

今
坂
埼
玉
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
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歯
科
治
療
は

「
不
要
不
急
」の
医
療
行
為
か

歯
科
医
で
な
い「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏

⑥

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
歯
科
健
診
は
先
送
り
を
」と
指
針

　

８
月
３
日
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
地
域
で
は
、
歯
の
健

康
維
持
の
た
め
の
定
期
健
診
な
ど
は
先
送
り
す
る
よ
う

に
」
と
の
暫
定
指
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
11
日
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
歯
科
医
官
の
バ
レ
ン
ヌ
氏
も
「
歯
科
診
療
は
多
く
の

場
面
で
、『
エ
ア
ロ
ゾ
ル
』
と
呼
ば
れ
る
空
気
中
を
漂

う
微
粒
子
が
出
る
」
の
で
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、私
は
12
日
に
私
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
歯

科
診
療
を
放
置
す
る
方
が
危
な
い
」「
十
分
な
感
染
症

対
策
の
上
で
歯
科
診
療
は
大
切
」
と
記
し
ま
し
た
（
資

料
①
）。
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
や
重
症
化
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
私
の
杉

並
区
長
時
代
に
小
学
校
で
行
っ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

モ
デ
ル
事
業
で
劇
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
率
が
減

少
し
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
災
害
時
の
避
難

所
生
活
で
口
腔
ケ
ア
が
疎
か
に
な
っ
た
た
め
に
、
特
に

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
が
進
行
し
た
り
誤
嚥
性
肺
炎
の
発

症
率
が
高
ま
っ
た
り
し
た
事
実
か
ら
、
定
期
的
な
歯
科

診
療
は
「
不
要
不
急
」
ど
こ
ろ
か
、
国
民
の
健
康
保
持

に
直
結
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

で
す
か
ら
厚
労
省
が
当
初
「
緊
急
性
が
な
い
と
考
え

ら
れ
る
治
療
に
つ
い
て
は
延
期

す
る
こ
と
」（
４
／
６
事
務
連

絡
）と
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、

私
は
厚
労
省
に
再
検
討
を
要

請
。
厚
労
省
も
６
／
19
歯
科
保

健
課
長
名
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
、
国

民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た

め
、
歯
科
疾
患
の
予
防
や
重
症

化
予
防
の
取
組
が
重
要
」
な
の

で
、「
感
染
拡
大
防
止
策
を
適

切
に
実
施
し
た
上
で
歯
科
保
健

医
療
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
」
周
知
を
各
自
治
体
に
依
頼

す
る
文
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
施
設
で
の

口
腔
ケ
ア
が
心
配

　

先
日
茨
城
県
つ
く
ば
市
内
の

高
齢
者
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
、「
外
出
で
き
な
い

の
で
施
設
で
の
訪
問
歯
科
診
療

を
お
願
い
し
た
が
、
全
く
受
け

付
け
て
も
ら
え
な
い
」
と
の
ご
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
「
社
会
福
祉
施
設
等
お
け
る
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
留
意
点
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
」
と

い
う
４
／
24
付
事
務
連
絡
を
各
自
治
体
に
送
り
、
そ
の

中
で
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、「
訪
問
診
療
は
利

用
者
と
保
健
医
療
機
関
で
計
画
的
な
医
学
管
理
の
下
で

医
療
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、（
緊
急
や
む
を
得
な

い
場
合
を
除
き
制
限
さ
れ
る
べ
き
）
面
会
に
は
該
当
し

な
い
」
と
し
、「
医
療
従
事
者
は
感
染
予
防
策
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
か
ら
訪
問
診
療
の
希
望
を
受

け
た
場
合
は
、
施
設
は
適
切
に
受
け
入
れ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
し
て
い
ま
す
（
資
料
②
）。

　

私
は
厚
労
省
に
「
こ
の
４
／
24
事
務
連
絡
が
各
社
会

福
祉
施
設
ま
で
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
伝
え
、
す
ぐ
厚
労
省
→
茨
城
県
→
つ
く
ば
市
の
ル
ー

ト
で
再
度
趣
旨
を
徹
底
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
各
施
設
の
判
断
と
な
る
の
で
お
そ
ら
く
全
国
で

も
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
は
と
憂
慮
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
、
特
に
高
齢
者
の
定

期
的
な
口
腔
健
康
管
理
は
大
事
で
す
。
も
し
皆
さ
ん

の
地
域
で
問
題
が
あ
れ
ば
、
山
田
宏
事
務
所
（
０
３—

６
５
５
０—

１
２
０
５
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診療室に貼って
ご利用ください！
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口腔ケアで
コロナ・肺炎の
予防　繋に げる‼

日本歯科医師連盟
日歯連盟広報第150号　令和2年9月15日付［付録］

日歯連盟広報 150 号特別付録

日歯連盟患者啓発用ポスター

より一層より一層
歯科医院での歯科医院での
プロケアを！プロケアを！

口腔ケア口腔ケアでで  
コロナ・肺炎コロナ・肺炎のの
予防予防にに繋繋げるげる!!!!

I D：jdpf　　パスワード：renmei8644日歯連盟HP 会員ページ

資料①　WHOの指針に対する私のツイッター

資料②　4月24日 厚労省の事務連絡


